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はしがき

本報告書は、当研究所の令和 2～ 4年度外務省外交・安全保障調査研究事業「大
国間競争の時代の日本の安全保障」の一環として実施したロシア研究会「大国間競争
時代のロシア」の 3か年にわたる研究成果を取りまとめたものです。
世界を揺るがすロシアによるウクライナ侵略が始まって 1年が経ちました。国際社

会の度重なるロシア批判や西側諸国を中心とする対ロシア経済制裁は、これまでのと
ころロシアの侵略行為を止められずにいます。また、戦況も 2022年の秋以降膠着状
態となり、ウクライナ・ロシア双方とも決め手を欠く状況が続いています。戦争のさ
らなる長期化は避けられないという見方が強まる一方、専門家たちの間では、ロシア
の侵略によって毀損された国際社会のルールをどのように修復していくのか、また、
いつかは訪れる終戦を見据えてロシアをどのような形で国際社会に復帰させていくの
か、といった議論も一部で始まっています。この 1年の間の戦局や外交交渉の流れ、
ロシア国内情勢の変化などを分析するだけでなく、改めてなぜロシアはこのような挙
に出てしまったのかその原因を考究し、次代への教訓を引き出すことも考えていかな
ければならないでしょう。
本研究会では、以上のような問題関心を踏まえ、政治・経済・安全保障の面から戦
時下のロシアを多角的かつ重層的にとらえるとともに、この戦争がロシアと国際社会
にどのようなインプリケーションをもたらすのかを考察してきました。本報告書には
委員諸氏の専門的知見と研究会での議論の積み重ねが反映されております。
なお、ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代
表するものではありません。今回の研究成果が我が国におけるロシア理解の一助とな
り、対ロシア外交にとって有益な視座を与えるものとなることを期待します。最後に、
本研究に真 に取り組まれ、報告書の作成にご尽力いただいた下斗米伸夫主査をはじ
め研究会委員各位、並びにその過程でご協力いただいた関係各位に対し、改めて深甚
なる謝意を表します。

令和 5年 3月
公益財団法人 日本国際問題研究所

理事長 佐々江 賢一郎
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